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「平成ラヂオバラエティごぜん様さま」が、2026年7月24日(金)に放送6000回を迎え、記

念番組を6時間にわたり生放送しました。横山雄二アナと楠本麗奈アナがスタジオから、23

年以上にわたる番組の歴史とリスナーへの感謝を伝えました。番組はラジオ離れが叫ばれる

時代でも聴き続けてくれるリスナーへの感謝を込めた「はなせども、はなせども。」をテー

マに進行。目玉企画としてリスナーが手書きのメッセージを寄せる「幸せの黄色い付箋」を

実施し300を超えるメッセージが集まりました。また、桑原しおりさんと橋本アナが県内4か

所（福山、呉、三次、廿日市）から生中継を行い、猛暑の中、各会場には50人を超える多く

のリスナーが駆けつけ番組との思い出を語りました。横山アナウンサーは6000回という長い

歴史を振り返りながら、ユーモアを交えつつ番組を支えてきた全ての人々への感謝を述べま

した。番組の歴史とリスナーの強い絆を改めて確認する記念すべき一日となりました。

平成ラヂオバラエティごぜん様さま 放送6000回SP～はなせども、はなせども。～

ごぜん様さま6000回! リスナーに感謝する記念すべき一日

■放送中には亡くなった家族との思い出、ふるさとの思い出のほか、数多くのお祝いメッセージが紹介され、「辛いことも乗
り越えられる」「朝がとっても楽しい」といった声から、番組が日々の生活の支えになっている様子が伝えられました。
また、歴史を振り返る場面として、世良さんや上野さんの出演者音源も放送しました。

■付箋にメッセージを書いてくれた方に特製ステッカーを
プレゼント。

■三次、福山、呉、廿日市に桑原さん、橋本アナが各地から中継。猛暑にもかかわらず多くのリスナーが駆けつけました。
会場ではリスナーが番組への想いを綴った「幸せの黄色い付箋」が集められ温かい絆を象徴する光景になりました。

■番組の最後には「広島の空」をメンバー5人で生歌唱
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